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1．背景・目的
ヒトの 1日のエネルギー消費量は「基礎代謝量
（basic metabolic rate; BMR）」「運動誘発性熱産生」「食






exercise activity thermogenesis; NEAT）の 2つに分け
ることができ 3）、さらに運動によって増加した酸素
消費量は運動後もしばらく続く（運動後過剰酸素消





























20歳代の健常な男性 7名（年齢 24.7 ± 2.9歳、
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・ Tataranniの方法 6）（Δ EE）…朝食摂取試行のエ
ネルギー消費量から朝食欠食のエネルギー消費量
を減算した。













202 kcal/日、朝食なし：1,876 ± 179 kcal/日）およ
び平均身体活動量（朝食あり：3,455 ± 487 counts/
分、朝食なし：3,521 ± 469 counts/分）には 2試行
間に有意な差はなかった。
朝食の TEFおよび 3食合計の TEFを算出した結
果、Schutzの方法である EE0 above BMRにおいて
マイナスの値が得られた（Table 1）。また朝食の
TEFの大きさを比較した結果、4群間に有意差はつ
かなかったものの、Δ EEに比べて EE0 above SMR
は大きい傾向を示した（P = 0.11）。3食合計の TEF
の大きさを比較した結果、EE0 above BMR、EE free 
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